




( 年 月 日受付 年 月 日受理)
要旨 この報告は，第 次南極地域観測隊気象部門が， 年 月 日









は じ め に












たブリューワー分光光度計 Ⅱ（# ）（以下 Ⅱ（# ）と言う）より観測波長領域































雲，視程については，目視により 日 回（ ， ， ， ， ， ， ， ）の
観測を行った．また，大気現象については，随時観測を行った．
表 昭和基地における地上気象観測使用測器等一覧表（ 年 月～ 年 月)
-






海面気圧 連続・毎正時 － 気温・現地気圧から算出
気圧変化量･
気圧変化型 毎正時 － 現地気圧から算出・決定
電気式温度計 - アスマン通風乾湿計により比較点検（月 回）気温 連続・毎正時 ℃
アスマン通風乾湿計 比較観測に使用
露点温度 同上 ℃ － 気温・湿度観測値から算出




り比較点検（月 回）相対湿度 同上 ％
アスマン通風乾湿計 比較観測に使用
風向 同上 °
風車型風向風速計 - 測風塔（地上高 ）に設置風速 同上 /
全天日射量 同上 / ? 全天電気式日射計 -
気象棟西側旗台地に設
置，日照計と一体型












※観測時刻の?定時?は， ， ， ， ， ， ， ， の 回
田口雄二ら
⑶ 海氷上積雪深観測

















































年 月までは海氷状態が悪かったため， 月に入ってから海氷上に 本の雪尺を設










更新記録（ 位まで）を表 に，ブリザードの記録の概要を表 に示す．また，越冬期間中
の天気概況を表 に示す．
第 次隊越冬期間中はおおむね平年並みの気象変化で顕著な現象は無かったが，平?気
温は 月を除き全月で平年を下回った．また，ブリザードは表 の通り 回観測したが，
平年（ 回）に比べて少なく，特に 級ブリザードは 回しか観測しなかった．
高層気象観測
観測方法及び測器













観測装置のデータ処理部を更新し，第 次隊として 年 月 日 より

























































































































































































































































































































































































































































































































































































図 海氷上（雪尺）と昭和基地内（積雪計）の積雪深観測値の比較（ 年 月～ 年 月）
-
表 昭和基地における地上気象観測極値・順位更新記録（ 年 月～ 年 月)
-





月平?相対湿度 位（高) 旬平?海面気圧（中旬） 位（低)






旬平?気温（上旬） － ° 位（低)
月最高気温 － ° 位（低)
月平?相対湿度 位（高) 旬平?海面気圧（下旬） 位（高)
旬平?気温（中旬） － ° 位（低)
月平?風速 / 位（大) 旬平?風速（下旬） / 位（大)
月平?現地気圧 位（低) 旬平?海面気圧（上旬） 位（低)
月平?海面気圧 位（低) 旬平?海面気圧（中旬） 位（低)

















































































































































































































































































































速 / は 月中旬としては強い方から 位の記録となった．特に， から 日にかけて日平?風速が /
以上の日が続き吹雪となったが，視程 未満の継続時間が短くブリザード基準には達しなかった．








中旬 曇り，雪の日が多かったが， から 日にかけて晴れて，日最低気温が－ °を下回った．風は旬の中頃と最後を除くと弱い日が多かった．
下旬 旬を通じて曇り，雪の日が多く，風は弱い日が多かったが， 日には低気圧の接近により 級ブリザードになった．
南緯 度以南を進んだ低気圧が次々と昭和基地付近を通過し，ふぶきとなる日が多かった． 月のブリザード回数は 回（




日は晴れたが から 日にかけてと から 日にかけて 級ブリザードが続けて来襲した． 日以降は風が弱く
気温が下がり， 日には細氷（ダイヤモンドダスト）が観測された．
中旬 から 日にかけて 級ブリザードとなった．旬の後半は風が弱く比較的好天に恵まれ，気温は低めに経過した．
下旬 から 日に 級， から 日にかけて 級ブリザードとなった．その他の日も曇または雪の日が多かった．
月のはじめに， / を越える強風となり 級ブリザードとなったが，その後は南緯 度以南を進む低気圧はあるものの，
昭和基地への影響は少なく比較的穏やかな晴天の日が多かった．




月の前半は晴れまたは曇りの日が多く，後半は雪を観測する日が多かった．気温は 日から下がり， 日から 日まで日最低
気温が－ °以下となる日が続いたが， 日のブリザード来襲により低温の状態は解消した．旬平?気温は上旬－ °が
低く，中旬－ °，下旬－ °の順に高くなっている． 月のブリザード回数は 回（延べ 日間）であったが，月を




から 日にかけて概ね晴天となり，日平?気温が－ °以下の寒冷な日が続き 日には今年初めての－ °を
下回る気温を記録した． から 日にかけて低気圧の接近に伴う前線がかかり 級ブリザードとなった．ブリザー
ドの来襲とともに気温も上昇し，気温の低い状態は解消した．ブリザード期間を除き風は弱かった．
中旬 日まで曇りまたは晴れの日が多く，降雪を観測した日は少なかった．また，この間は風も概ね弱かった． 日の夜から 日午前中にかけて，昭和基地の北を通過する低気圧に伴う前線の雲域がかかり 級ブリザードとなった．
下旬 降雪を観測する日が多く， 日夜から 日未明にかけ昭和基地の北を通過する低気圧の影響で風が強まり，気温が上昇し， 日には最高気温が－ °となった． 日から月末は晴れて， 日の平?気温は－ °を下回った．
月の前半は雪を観測する日が多く，半ばに数日間晴れの日が続いた．月を通しての雪日数は 日で平年並みであった． 日
の未明から朝にかけて氷霧が観測された．最低気温が－ °を下回る日が 日あり 日には日平?気温が－ °を下回っ
たが，月平?気温－ °は平年並みであった． 月のブリザード回数は 回（延べ 日間）であった．
上旬
晴れ間はあるものの，曇り，雪の日が多かった． から 日にかけて昭和基地の北を低気圧が続けて通過し， か


















上旬 旬中頃は晴天が続き，気温が低かった．上旬の平?気温－ °は 月上旬としては低い方から 位の記録となった． から 日にかけて低気圧に伴う前線が昭和基地にかかり 級ブリザードとなった．
年
月 中旬
前半は 日から引き続き，低気圧の影響を受け吹雪となる日が多く， から 日未明にかけては低気圧の接近に
より 級ブリザードとなった．後半は風が弱くなったが雲は多く，曇りまたは雪の日が続いた．中旬はほとんど雪




°を下回る日が 日あったが，月平?気温－ °は平年並みであった． 日未明から 日にかけて低気圧に伴う前線が
かかり越冬初の 級ブリザードとなった．このブリザード期間の最大風速 /，最大瞬間風速 / はともに
年の極値となった． 月のブリザード回数は 回（延べ 日）であった．





日未明から低気圧に伴う前線が昭和基地にかかり吹雪となり， 日未明から昼過ぎにかけて風速 / 以上，





－ °は平年－ °より低めであった． 月の霧日数は 日，ブリザード回数は 回（延べ 日）であった．
上旬 天気は から 日間周期で変わったが， 日を除き毎日降雪を観測した． 日夜から 日朝にかけてと，日には低気圧の接近により吹雪となったがブリザード基準には達しなかった．上旬の平?気温－ °は平年並みであった．年月
中旬
前半は昭和基地付近を通過する低圧の影響で風が強く， 日と から 日にかけて 級ブリザードとなった．後
半は天気が回復し晴れる日が多く，気温は低めに経過した． ， ， 日にはダイヤモンドダストが観測され，
日朝には一時氷霧となった．中旬の平?気温－ °は平年－ °と比べ低く， 月中旬としては低い方から
位の記録となった．
下旬 概ね風が弱く，天気は から 日周期で変わった．下旬の平?気温－ °は平年－ °と比べ低めであった．
気温は日を追って次第に高くなり，日最高気温が °を越えた日は 日あった．月平?気温－ °は平年並みであった．月
を通じて風の強い日が多く，月平?風速 / は 月としては 年の / に次いで 位の記録となった．
上旬 前半は晴れる日が多く，夜間から翌日午前中にかけて東よりの風が強く，カタバ風が顕著であった．後半は概ね風が弱く降雪を観測する日が多かった．年
月 中旬 から 日と から 日は昭和基地に低気圧が接近し，風が強まり天気が崩れたがブリザード基準には達しなかった． 日にはこの冬明けで初めて気温が °を越えた．
下旬 から 日昼過ぎにかけて昭和基地の北を通過する低気圧に伴う前線がかかり天気が崩れたが，それ以外は晴れる日が多かった．旬を通じて概ね風が強く，旬平?風速 / は 月下旬としては強い方から 位の記録となった．
月としては極冠高気圧の張り出しが弱く，低気圧が接近しやすかった．月平?現地気圧 ，月平?海面気圧
はともに 月の極値（低い方）を更新した．気温は上旬やや低かったが，月平?気温－ °は平年並みであった．風
は 月としてはやや強く月平?風速 / は強い方から 位の記録となった． 月の霧日数は 日であった．
上旬 から 日は雲が多く， 日は低気圧の接近で天気が崩れたが，それ以外は晴れの日が多く，気温はやや低め，風はやや強めであった．年
月
中旬 前半は晴れる日が多く，後半は雲が多く雪を観測する日が多かった． 日未明に南西の風となり一時霧となった．風は概ねやや強く旬平?風速 / は 月中旬としては強い方から 位の記録となった．
下旬 天気はほぼ 日周期で変わり， ， ， 日は低気圧や前線の影響で風が強く天気が崩れた．旬平?風速 /は 月下旬としては強い方から 位の記録となった．
月を通じて晴れ，薄曇が多く， から 日にかけて吹雪となったものの穏やかな天気が続いた．西寄りの弱い風の時，未
明から朝にかけて霧が発生することが多く今月の霧日数は 日であった．気温は低めに経過し月平?気温－ °は平年
－ °と比べて低かった．月平?風速 / は平年並みであった．
上旬 弱い降雪を短時間観測した日が 日あったが，概ね晴れの日が多かった．風は弱く，気温は低めに経過した． 日未明には一時霧となった．年
月 中旬 と 日は共に未明から午前中かけて一時霧となった． から 日朝にかけて低気圧に伴う前線がかかり吹雪となったが，ブリザード基準には達しなかった．





(平?)月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
飛 揚 回 数
定時観測回数
特別観測回数
再 観 測 回 数
資料欠如回数









(注) 回数，到達高度共に と の両方の観測を含む．
田口雄二ら
表 高層気象観測器材
使用機器等 測定範囲 観測精度 備?





































充塡ガス ヘリウムガス 標準浮力錘浮力 ，強風・降雪等状況により増量
気球 ゴム気球 飛揚前に加温保存，冬期間低温時は油漬け処理を実施
懸垂紐 白色クレモナ糸 全長 ，強風時は気象観測用巻下器に替える
















月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 全年 月
高度
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －気温
° － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －





年 月～ 年 月までの主な指定気圧面の高度，気温，風速の月平?値（
の観測値による統計）を表 に示す．また， 年 月～ 年 月までの の上
層気温の時間高度断面図を図 に示す．
図 を見ると， より上層の気温は 月上旬より低下し始め， 月下旬には－ °
以下の領域が出現した． 月中旬には－ °以下の非常に低温な領域が出現し 月中旬ま
で断続的に継続している．低温であった成層圏の気温は， 月中旬から より上層で
昇温を開始し徐々に下層へとその領域を広げている．しかし， から にかけ
ての上部対流圏から下部成層圏にあたる層では， 月上旬から 月中旬にかけて－ °
以下の低温が持続しており， 月下旬においても－ °以下の気温を観測した．
月下旬になって第 次隊で初めて の基準＋ °/ 週間に達した成層圏突然
昇温を において観測した．その後， より上層の気温は，小刻みな変動を
月中旬にかけて繰り返しながら，徐々に昇温していった．
年の月別統計値と， 年間（ - 年）の月別統計値（以下，平年値として扱
う）を図 に示し，平年値と比較する． 以下の対流圏ではほぼ平年並みの経過で
あったが， - の成層圏から対流圏上部では 月から 月にかけ平年より低い状
態であった．特に 月から 月にかけて成層圏下部における低温が著しかった．風の南北
成分・東西成分をみると， 月になっても南西の風が卓越していた．このことから 月か
図 上層気温の時間高度断面図（ 年 月～ 年 月）．灰色域 － °以下，濃灰色域－
°以下，黒色域 － °以下
- -
－ ° － °
－ °
田口雄二ら






図 南半球月平? 高度及び平年偏差（ 年 月～ 年 月）
-
第 次南極地域観測隊気象部門報告




次に，図 に南半球 面の月平?高度場を，図 に 面の月平?高度場を示
す．平年偏差は 年の月平?高度場から，平年値（ - 年の 解析
値の平?）を差引いたものである．
まず， 面の月平?高度場に着目する．南極大陸上では 年 月頃から
以下の領域が出現し極渦は強化されていった． 月には極渦は南極半島付近に位置し，南極
半島付近は 月にかけて負偏差に覆われた．昭和基地付近は， 月から 月にかけて正偏
差に覆われたが，その他の月はおおむね負偏差に覆われた．
次に， の月平?高度場に着目する． 年 月から強化されていった極渦は 月
に最盛期にまで発達した． 月にはニュージーランド付近に中心を持つ高気圧が現れた
が，南極大陸を中心に 度から東経 度付近は著しい負偏差領域に覆われ，この負偏差の



















定することでオゾン全量を観測する器械である．太陽光では 波長組（ 波長組 平?波
長 と ， 波長組 平?波長 と ）を用いた観測を，太陽
田口雄二ら
の北中時及び午前，午後の大気路程μ＝ ， ， （μオゾン層を通過する光線の垂直路
程に対する相対的な路程）の時刻に行った．さらに，観測期間を延ばすため，太陽高度が
低くなる時期については， 波長組（ 波長組 平?波長 と ， 波長組



























































外分光計 のための基礎データ取得時期は 日に 回の飛揚周期（ 月～ 月下旬）と
























が低い，又は太陽が昇らない - 月及び太陽が沈まない 月は，データ処理に必要なデー
タセットが得られないため観測を行わなかった．
オゾンゾンデ観測
第 次隊では，定常気象観測用のオゾンゾンデを 台， 検証用を 台，計 台
を持ち込んだ． 台のうち 台は，飛揚前の点検において不良箇所が見つかり国内へ持ち
帰った．結果として第 次隊では， 台を飛揚した． 検証用オゾンゾンデは，第
表 月別オゾン全量観測及びオゾン反転観測日数
合計





















年 月，第 次隊使用の濃度計 台（シリアル番号 ， ）と第 次隊持込





月 月 月 月 月 月 月
日 到達 ?
気圧 ?



















月 日～ 月 日までは 検証報告を行った観測
田口雄二ら
測を実施した後， 月 日から濃度計 を用いて観測を開始した．






たため， 年 月より正式に流路変更を行い，ポンプにより毎分 大気を取り入れる
新しいシステムで観測を開始した．
台の濃度計については，水銀ランプ不具合による出力不安定の症状が度々起こり，その
都度電源の / によるリセットで復旧を行った，それ以外は特に支障はなく 年間
観測を継続できた．




図 に 年 月～ 年 月のオゾン全量観測結果を示す．昭和基地上空のオゾン
全量日代表値は， 月下旬から 月下旬にかけて，オゾンホールの目安となる
を下回った． 月 日に記録した は，定常観測を開始した 年以降，
番目に少なかった．図 に昭和基地における 月から 月の月平?オゾン全量の経年
変化を示す．各月とも， 年以降全期間を通して減少傾向にあることがわかる．特に，
年の 月と 月の月平?値はそれぞれ ， で，その月として 年
以降の最低値であった． 月下旬以降，オゾンホールの変形，移動に伴って，オゾンホー
ルの縁辺部が昭和基地上空を通過したため，オゾン全量は急激に増加し，その後大きく変
動した．オゾン全量が を下回った最後の日は 月 日だった．
オゾン反転観測
図 にオゾン反転観測による層別オゾン量の高度分布を示す． 年 - 月と 月は
ロング反転観測データが得られなかったため表示していない．
月から 月上旬は第 ， ， 層（ - ）でオゾン量が非常に少ない状態で推
移し， 月下旬に大きく増加した．第 層（ - ）は 年を通じてほとんど変化










図 月平?オゾン全量の経年変化（ - 年)
-




図 に， のアースプローブ衛星の （オゾン全量マッピング分光計）データ
を基に作成した， 年 月から 月の南半球の旬別オゾン全量分布図を示す（気象庁，
）．陰影部は極夜のため観測できない領域である． 月下旬にオゾンホールの目安とな
る 以下の領域が現れ， 月上旬には南極大陸のほぼ全域を覆った． 月中旬
から 月中旬には，旬平?で 以下の領域があらわれた． 月以降，その時
期としては過去最大規模を維持し， 月の月平?面積は，過去最大となった．なお，オゾ
ン解析値は， データの （ // / / ）を
基に算出している．
図 ?に，米国環境予測センター/米国大気科学研究所（ / ）再解析値から








とがあげられる． 面の－ °以下の面積は，例年 月中旬に最大となるが， 年
は 月上旬に最大となり， 月下旬から 月上旬にかけて，過去 年間の最大規模で推移
した．昭和基地上空でも， - の 月の平?気温及び - の 月の平?気温
は， 年以降最も低く，突然昇温は 月末の 回にとどまった．成層圏の低温が持続す
ることにより，極域成層圏雲が広範囲に発生したため，オゾンホールが大きく発達したと
?えられる．
図 ?に， / 再解析値から算出した，南緯 度以南の の等温位面
での極渦面積を示す．極渦の中の空気は，渦位の高い領域として識別できるので，極渦の
目安を温位 面上において渦位が ［ ?? ??? ??］以上であることとした
（ ）． の等温位面は，高度 - ，気圧 - に相当する．
図の最大値，最小値，平?値は，それぞれ - 年の期間における値である．オゾン
ホールは極渦内で発達するため，極渦の変動はオゾンホールの変動とほぼ一致している（池






図 による旬別オゾン全量の南半球分布図（ 年 月～ 月）．等値線間隔は
． 提供の データを基に作成．点域は 以下の領域を示す．
陰影部は極夜のため観測できない領域．
/ -
図 南極域上空における 面の気温が－ °以下の領域の面積?， 等温位面での


















- 年の日別最大値及び最小値である．オゾンホールは， 月中旬に過去 番目の規模で





図 に， 年 月から 年 月までのオゾン分圧の高度分布，及びオゾンホール
が明瞭に現れる前の - 年の月平?高度分布を示す．
月に入ると次第に高度 - 付近でオゾン分圧が低くなり始め， 月にはすべて
の観測で - 付近のオゾン分圧がほとんど になっている． 月も - 年
の平?より低い状態が続いたが， 月 日の観測では高度 付近でオゾン分圧が高
かった． 月には 以上で参照値（ - 年）並の値となったが，それ以下の高
度では低い状態であった．
次に図 に， 年 月～ 年 月のオゾン分圧（ ）の時間高度断面を示す．
オゾン分圧は通常，高度 - （ - 付近）で最も高い高度分布を示す． -
月中旬までは，この付近の分圧はほぼ 以上を示していたが， 月下旬以降，この高
度のオゾン分圧は，低下し始め， 月中旬から 月中旬にかけ極端に低い分圧が観測され




た．低いオゾン分圧の中心は， 月の 付近から 月には 付近まで移動してい
る． 月終わり頃には高度 - を中心にオゾン分圧の高い領域が見られ， 付近
まで広がり，オゾンホールは解消に向かった．
地上オゾン濃度観測











第 次隊から上向き反射放射観測を開始（岸ら， ）し，第 次隊では下向きのデー
タサンプリングも毎秒に変更した（東島ら， ）．第 次隊ではこれらの観測システム
を第 次隊から引き継ぎ，観測を行った．
波長別紫外域日射観測は， Ⅲ（# ）を用いた観測を行った． Ⅲ（# ）は気
象庁では初めて使用する二重分光方式のブリューワー分光光度計で，分光部の二重化によ
り，迷光（測器内部の散乱光）の除去が可能になった．また，観測波長域も -
図 地上オゾン濃度日別値（ 年 月～ 年 月)
-
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紫外域日射観測指針（気象庁， ）に準じ， Ⅲ（# ）を用いて， -
（ 領域と， 領域の大半の波長域）で 刻みの波長別紫外域日射量の観測を


































なお， 年 月の測器交換時に Ⅱ（# ）との測器相互比較観測を実施した．ま







年 月から 年 月の越冬全期間欠測となった．そのためこの間のÅ


















図 短波放射反射率の年変化（ 年 月～ 年 月)
-
図 上向き反射放射日積算値の年変化（ 年 月～ 年 月)
田口雄二ら





図 日平?気温に対する上向き長波放射（ 年 月～ 年 月)
-
図 短波，長波及び全波長の正味放射量日積算値の時系列（ 年 月～ 年 月）
-
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一方，波長 以下の 領域ではオゾン層による吸収が大きいため， - 月及び
月， 月に，オゾン全量の変動に逆相関の関係で各波長帯の日積算値は大きく変動して
いる． 年の 領域の日積算値の年間最大値は 月 日に記録した． 月になる
と，太陽高度角が高くなり，日照時間も長くなるが，オゾンホールが解消しオゾン全量が
急激に増加することに伴って， 領域の日積算値は 月より急速に減少していく．
月中旬から 月上旬の期間を見ると， - の波長帯では日積算値は約 / に減少
している．また，オゾン層による吸収の度合が大きい - の波長帯は，オゾン全量




で， （ ）が示した - の波長域において波長ごとに異な
る紫外線の人体への影響度に対して，波長ごとの紫外線強度をかけ，波長積分して算出さ
れる「紅斑紫外線量（ 量）」がよく使われる．紅斑紫外線量を / ?で割った値を
インデックスという．なお， インデックスの算出に当たっては，昭和基地で観測を
行っていない波長帯を含むため， - の波長域による寄与分については， の
観測値をもとに推定した値を用いた．
図 に， 年 月から 年 月の日最大 インデックスの年変化を示す．
















図 昭和基地における日最大 インデックスの年変化（ 年 月～ 年 月)
-




年以降全球的に噴出物が拡散したとされる火山噴火（ 年 月 エル・チチョン（


















滴粒子（ Ⅰ）と，－ °以下で生成する水主体の氷晶（ Ⅱ）の 種類がある．
エアロゾルゾンデ観測の目的は，オゾンホールの重要な要因と?えられている の
























































































年 月 日 時 分 秋期の観測
年 月 日 時 分 秋期の観測
年 月 日 時 分 形成直前の観測
年 月 日 時 分 捕捉（第 回目)
年 月 日 時 分 捕捉（第 回目)
年 月 日 時 分 捕捉（第 回目) ? ?
年 月 日 時 分 成層圏オゾン減少期の観測
年 月 日 時 分 極渦崩壊期の観測




気水圏部門 台，定常気象部門 台の計 台を持ち込んだが，越冬期間中に気水圏部門
のエアロゾル観測装置が故障したため，この代用としてエアロゾルゾンデを 台使用した
ため計 台を使用する事となったが，第 次隊からエアロゾルゾンデを 台譲り受けて計






第 次隊から 年間にわたる観測の結果，冬期の成層圏には毎年 とみられるエア
ロゾルの急増が観測されている．図 に成層圏（高度 以上）で観測された半径＞
μ のエアロゾルの最大個数密度を示す．各年ともに冬から春の間にエアロゾルの急増が
見られる．第 次隊では， の捕捉を目的とする観測を 回実施したが，気温観測に
不具合が発生したため 回は欠測した．
第 次隊で実施したエアロゾルゾンデ観測結果を図 に示し， 月から 月にかけて
の成層圏気温の推移を図 に示す．図 上部の日付は，エアロゾルゾンデ観測実施日で
ある．
⑴ 年 月 日
秋期の観測であり， 月の観測は第 次隊が初めてである．観測は全天の雲量が約 割
の上層雲の下で行った．対流圏界面の高度約 までをみると，半径＞ μ ，半径＞





図 エアロゾルゾンデによるエアロゾル粒径別数密度の高度分布（ 年～ 年)
-
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μ ，半径＞ μ の粒子は，地上から高度約 まで高度と共に減少している．
対流圏界面の高度約 - で半径＞ μ ，半径＞ μ ，半径＞ μ の粒子は増
加している．高度約 より上層では個数密度は高度と共に減少している．また，半径＞
μ の粒子は地上から高度約 まで存在しているが高度約 より上層では減少
しおり，対流圏界面より上層では全く観測されていない．




対流圏界面の高度約 付近で，半径＞ μ ，半径＞ μ ，半径＞ μ の粒子
は増加している．半径＞ μ 及び半径＞ μ の個数密度は高度約 までほぼ
一定であるが，半径＞ μ の個数密度が高度約 より上でわずかながら増加して
いるのを除き，高度約 より上層では高度とともに全個数密度は減少している．また，
半径＞ μ の粒子は対流圏界面より上層では全く観測されていない．
⑶ 年 月 日
形成直前の観測である．成層圏の気温は 月下旬より徐々に低下し，高度約
より上層では－ °以下の気温が観測されるようになった．観測は全天の雲量が約 割の




で全個数密度は増加している．半径＞ μ 及び半径＞ μ の個数密度は高度
約 までほぼ一定であるが，それより上層では高度と共に急速に減少している．
また，半径＞ μ の粒子は高度約 でわずかに観測されたが，気温の低下してい
る高度約 より上層では半径＞ μ ，半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子は観
測されていない．
⑷ 年 月 日
期の観測である．成層圏の気温は低下を続けており，特に観測前の 月 日頃か
ら急激に低下し高度約 から高度約 では－ °を下回るようになった．観測
は全天の雲量が約 割の上層雲の下で行った．
半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子は，高度約 から高度約 にかけて急激
に増加し，高度約 にかけて観測された．
高度約 から高度約 の層は，半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子の観測結
果から，高度約 から高度約 の層，高度約 から高度約 の層，高度約
から高度約 の層，高度約 から高度約 の層の 層に層別化でき
る．
高度約 から高度約 の層は，気温が－ ～－ °であるため Ⅱの
粒子を捉えているものと?えられる．高度約 から高度約 の層及び高度
約 から高度約 の層は，気温が－ ～－ °であるため Ⅰの 粒
子を捉えているものと?えられる．また，高度約 から高度約 の層は，気温は
約－ ～－ °であり 粒子の生成温度より高いため，上層で生成され重力により落
下した 粒子を捉えているものと?えられる．




半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子は，高度約 から高度約 の層は気温
が－ ～－ °と低温にもかかわらずわずかしか観測されなかったが，高度約 から
高度約 にかけて観測された．半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子が観測された
層は気温が－ ～－ °であるため Ⅰの 粒子を捉えているものと?えられ
る．
⑹ 年 月 日
成層圏オゾン減少期の観測である．オゾン全量値は 年 月下旬から 月下旬にか
第 次南極地域観測隊気象部門報告
けてオゾンホールの目安である 以下を観測した．また，オゾン分圧は 年
月から次第に高度 - 付近で低くなり始め， 月には - 付近はほとんど
を観測している．観測は全天の雲量が約 割の下層雲及び上層雲の下で行った．
半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子は，高度約 から高度約 にかけて観
測された．この層の気温は－ °～－ °であるため Ⅰの 粒子を捉えている
ものと?えられる．オゾンホールが形成される中で低温が持続している高度では 粒
子が存在しているものと?えられる．
⑺ 年 月 日
極渦崩壊期の観測である． 天気図（図 ）に見られるように長く安定していた極渦
は 月から 月にかけて崩壊したのが分かる．また，この極渦の崩壊は，オゾンゾンデ
の観測結果から 月下旬から高度約 から高度 にかけてオゾン分圧が急上昇
したことや，高層気象観測の結果から 月下旬から 月上旬にかけて高度約 で
°及び高度約 で °を超える気温の急上昇が観測されたことからも判断でき
る．観測は全天の雲量が約 割の下層雲，中層雲及び上層雲の下で行った．
高度約 より上層では，半径＞ μ 及び半径＞ μ の粒子は観測されていな
い．また，高度約 から高度約 にかけて，半径＞ μ 及び半径＞ μ の
粒子濃度が急激に増加している．この粒子濃度の急増は，極渦の崩壊とともに極渦外部か
ら多量のエアロゾル粒子が流入した事によるものと?えられる．
⑻ 年 月 日
夏期の観測である．観測は全天の雲量が約 割の下層雲及び中層雲の下で行った．
対流圏界面の高度約 付近から上層で半径＞ μ ，半径＞ μ の粒子は高度




重量混合比（粒子構成物質の密度は / ?を仮定）の変化を示す．月 日の高度




















地上天気図 （海面気圧 実況， ， ， ， ， 時間予想）
天気図 （気温 実況， ， ， ， ， 時間予想）
天気図 （高度，気温 実況， ， ， ， ， 時間予想）














図 に各波長（ ， ， ， ， ）におけるエアロゾルの光学的厚さ（ ）
の緯度分布を示す．天候に恵まれず，観測は北緯 度から北緯 度の間と南緯 度から
南緯 度の間しか行えなかった．









第 次隊気象部門は，気水圏部門の第 期ドーム計画に向けた支援のため， 年
月 日から 年 月 日までの夏期ドームふじ旅行， 年 月 日から 月
日までの中継拠点旅行， 年 月 日から 年 月 日までの春期ドームふじ・
やまと旅行に参加し，その中で気象観測を行った．ドームふじ観測拠点へのルートは夏期，
冬明け，春期共同様であり， からみずほ基地間が ルート， ルート及び ルート，
みずほ基地から中継拠点またはドームふじ観測拠点までは ルートであった．春期旅行


























観測は ， ， 時（ ）に行った．また航空オペレーションの実施日には， 時（ ）
から指定された時刻まで毎正時に観測を行い，「しらせ」に通報した．
⑵ 中継拠点旅行
観測は ， ， 時（ ）に行った．
⑶ 春期ドームふじ・やまと旅行












最低気温 － °（ // 場所ドームふじ観測拠点）
最高気温 － °（ / / 場所 ）
最大風速 /（ // 場所 ）










± 電気式アネロイド型気圧計 ドームふじ及び滞在中に使用（ ）
° ± ° スリング式ガラス製温度計 旅行中に使用
気温
° ± ° 電気式白金抵抗温度計
ドームふじ及び
滞在中に使用（ ）




° ± ° ハンドベアリングコンパス 旅行中に使用
風向
° ± ° 矢羽型風向計
ドームふじ及び
滞在中に使用（ ）
/ ± / 携帯用発電式 杯型風速計 旅行中に使用









最低気温 － °（ // 場所 ）
最高気温 － °（ // 場所 ）
最大風速 /（ // 場所 ）
最低現地気圧 （ // 場所 ）











図 中継拠点旅行中の気象観測データ（ 年 月 日～ 月 日)
-
田口雄二ら
最低気温 － °（ / / 場所ドームふじ観測拠点）
最高気温 － °（ // 場所 ）
最大風速 /（ / / 場所 ）
最低現地気圧 （ / / 場所ドームふじ観測拠点）
ロボット気象計
ロボット気象計は昭和基地周辺の気象状況を把握することにより，観測隊の野外活動な







観測項目は，気温，気圧，風向・風速である．観測は毎日 回（ ， ），高層気
象観測の前に実施した．また，野外行動出発時や空輸実施時など適宜観測し，さらにブリ
ザードが予測される場合にも実施した．










東島圭志郎・佐藤 健・安ヶ平一也・村方栄真・河原恭一（ ）第 次南極地域観測隊気象部
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